
Ⅲ　地域福祉活動計画

第５章　地域を支えるしくみづくり【ともにとりくむ】

第１節　地域（圏域）に合わせた取組を進めましょう

　現在、市内には小学校区を基本単位に、26地区で地区福祉推進会が組織され、地域
の特性を生かしたさまざまな活動を展開しています。活動目標は「だれもが安心して
暮らせる福祉のまちづくり」であり、住民主体による身近な地域での支えあい、助け
合い活動に取り組んでいます。
　地区福祉推進会の構成も地域においてさまざまですが、地域福祉をともに進める大
切なパートナーであり、これからも、高齢者や障害のある人やその家族等が、住み慣
れた地域で安心して暮らせるようさまざまな事業を行っていきます。
　また、本計画の策定に当たり、各地区では、地区福祉推進会を中心に、町内会、民
生委員児童委員協議会、地域のボランティアなど、各種団体による「地域懇談会」を
開催し、さまざまな意見や提案をいただきました。これらの意見を基に、各地区の今
後５年間の福祉活動の指針を取りまとめ、地域とともに地域福祉の推進に積極的に取
り組んでいきます。　

鷹岡三世代交流まゆ玉づくり
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第５章　地域を支えるしくみづくり

5-①　地区福祉推進会の強化充実

　【現　状】　�地区福祉推進会は市内の２６地区で組織され「だれもが安心して暮らせる福祉
のまちづくり」を目的とし、地域の実情に合わせたさまざまな福祉活動を地
域住民が主体となり取り組んでいます。

取　　組 ２８年 ２９年 ３０年 ３１年 ３２年

連絡会の強化充実 検　討 実　施

ブロック変更 見直し検討 ブロック変更 新たなブロック単位での講演会、情報交換の実施

リーダー等の育成 育成プログラム内容検討 各地区で段階的に導入

ニーズ把握 調査・検討 見直し検討 調査・実施

活動計画に沿った
計画策定 各推進会ごと具体的な取組を実施

助成金の検討 見直し検討 実　施

〈目標〉　�地域のさまざまな関係機関や団体と連携を図り、より主体的な地域福祉活動
の推進役として機能することを目指します。

《取組》・地区福祉推進会連絡会の強化充実
　　　・地区福祉推進会連絡会のブロックを地域包括圏域に変更
　　　・地域福祉を担うリーダー養成さらには協力者の発掘及び育成
　　　・事業についてのアンケート等による住民ニーズの把握
　　　・地域福祉活動計画に沿った事業計画の策定
　　　・活動助成金の検討
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Ⅲ　地域福祉活動計画

5-②　各地区における取組

三世代交流大集会三世代交流大集会

だれもが集まれる気軽な居場所があり、地域行事を楽しみながら
身近でさりげない見守り活動にみんなで協力

昭和63年12月13日発足

・ふれあい・いきいきサロンに子どもも参加
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第５章　地域を支えるしくみづくり

富士見台オータムイン富士見台オータムイン

あいさつの声が響き、
世代を超えたふれあいの場がある富士見台

平成元年5月18日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

田宿川たらい流し田宿川たらい流し

子どもからお年寄りまで顔見知り　共に支えあう今泉

平成元年8月7日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

世代を問わず、会話が飛び交い、
楽しく住み続けることができる地域

姫名の里まつり姫名の里まつり
平成元年9月25日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

梅と青空梅と青空

地域の行事や集まりへの子ども・高齢者の参加、三世代の交流等により
向こう三軒両隣ご近所同士が互いに支えあう“安心安全なまち天間”

平成2年7月28日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

大棚の滝大棚の滝

見守り活動をとおして、隣同士が絆を深め
安心して暮らせるまちに

平成4年2月25日発足

・ふれあい・いきいきサロンを各町内に設置

・ふれあい・いきいきサロンに子どもや若い人も参加
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Ⅲ　地域福祉活動計画

コスモスと富士山コスモスと富士山

昔のような近所付き合いができ、顔と顔を見て話せ、
孤立させない地域に

平成5年3月2日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

小木の里まつり小木の里まつり

老若男女問わず、まずは出来ることからはじめていき
駅南地区全体が住民同士でつながり、地域の絆を深めていく！！

平成6年4月8日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

桜まつり桜まつり

子どもたちがのびのび成長できるように地域全体が家族のように見守り
安全で住みよい笑顔いっぱいの健康長寿社会を目指していく！！

平成7年5月8日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

地区文化祭地区文化祭

ご近所付き合いの輪を広げ、地域全体が知り合いになろう
地域みんながイキイキ暮らす浮島！

平成8年6月27日発足

・ふれあい・いきいきサロンへの子どもの参加
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Ⅲ　地域福祉活動計画

永明寺庭園永明寺庭園

子どもからお年寄りまで、いつでもだれもが安心して集える場があり
みんなの笑顔が行き交うまち

平成8年8月21日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

毘沙門天大祭毘沙門天大祭

みんなが顔なじみになり、だれとでも仲良く、
にぎわいのある健康な元吉原地区に！！

平成9年9月9日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

三世代交流まゆ玉づくり三世代交流まゆ玉づくり

大人も子どもも高齢者も安心して暮らせる地域（行事を通じて顔見知りになるための）
関係づくりを地域全体で協力し地域力を高めよう

平成10年9月9日発足

・ふれあい・いきいきサロンの活用
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第５章　地域を支えるしくみづくり

三日市浅間神社三日市浅間神社

子どもから高齢者まで、
みんなが笑顔で元気に暮らせるまち

平成11年2月22日発足

サロンの活用を
検討する
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Ⅲ　地域福祉活動計画

富士本町軽トラ市富士本町軽トラ市

世代を超えた支えあい活動の展開により
だれもが安心して集える地域づくり

平成11年3月17日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

吉原祇園祭吉原祇園祭

花いっぱいみんなの笑顔いっぱいの吉原地区に

平成12年7月28日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

田子浦みなと祭り田子浦みなと祭り

ここに住むすべての人が、年齢を問わず行事に参加して
明るく、活発な人付き合いのできる田子浦地区に・・・

平成13年2月7日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

梅と富士山梅と富士山

子どもから高齢者まで気軽にあいさつを交わし
だれもが福祉活動に参加できる環境を整備していく

平成13年5月30日発足

・ふれあい・いきいきサロンを活用

サロンの活性化から
居場所づくりへ
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Ⅲ　地域福祉活動計画

青葉台小学校と富士山青葉台小学校と富士山

困ったらすぐに相談でき、一人一人の心が安らかな
気持ちになれる場所が、身近にある青葉台地区

平成13年6月2日発足

　住民との交流が少ない高齢者や障害者、

引きこもりの方や認知症の方等をさりげな

く住民が見守っていくための方策を模索中

です。また地域福祉活動への若年世代の参

加が少なく、集合住宅も増えている中、ど

のように参画いただくか、検討することが

必要です。
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第５章　地域を支えるしくみづくり

大人から子どもまで普段から声をかけ、行事にも参加して
「楽しかったね」と笑顔になれる神戸地区

今宮の火祭り今宮の火祭り 平成13年9月18日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

広見福祉フェスティバル広見福祉フェスティバル

広見地区で育った誇りを胸に、子どもからお年寄りまで
「ふれあい」「絆」を深めた元気に集える福祉のまちづくり

平成14年7月1日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

菜の花の里まつり菜の花の里まつり

気軽に出来る事を通じて、人と人との交流を地域全体で循環させ
馴染みのもてる吉永北地区に！！

平成15年5月14日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

北翔まつり北翔まつり

子どもからお年寄りまで顔見知りの輪を広げる
Face to Face 富士北！

平成16年4月16日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

茶娘と富士山茶娘と富士山

地域のだれもが気軽に集える公会堂を中心に、世代間交流を活発に行い
健康寿命を延ばすことができる地域

平成16年5月27日発足
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Ⅲ　地域福祉活動計画

岩渕の一里塚岩渕の一里塚

各団体がお互いを知りあい、子どもから高齢者までみんながつながりを
持つことで、笑顔で楽しく暮らせる地域に

平成21年5月26日発足
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第５章　地域を支えるしくみづくり

富士川と蓬莱橋富士川と蓬莱橋

身近な居場所で健康寿命を延ばす活動と、９区の特性を活かした
福祉活動を継続し、いつまでも住みよい松野を目指します

平成21年5月30日発足
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